保育内容表現に関する考察 : 保育内容から小学校音楽へつなげるために by 三井 真紀
/ヽ1SIO  NO.38   135-143. 2008 135
保育内容表現に関する考察
一保育内容から小学校音楽へつなげるために―











活の中でさまざまな音、色、形、手触 り、動き、味、香 りなどに気づいた り、感 じた りして楽 し
む」と記 されている。現在まで幼児期の領域 「表現」=「音楽」とい う固定観念が残る中、この
ような多方面からのアプローチについて文字化すことの意味は大きい。他方、ほぼ時系列のなら
びになっている本項 目において、後半の記載になるにつれて領域の内容が、音楽、図画工作、演






ては、小学校 との連携について 「幼児期にふさわ しい教育を十分に行 うことが小学校教育との連
続性を図る上で最も大切なことであり、いたず らに小学校の教科内容に類似 した指導を行 うこと
のないようにしなければならない」 とい う言葉で警鐘をならしてきた。本改訂においても、連携
とい う言葉のみが1人歩きしていくことは避けなければならない。また、i量去の改定の際、何度
も議論 されてきた 「小学校の準備のための保育内容」への危険性について、丁寧に議論 される機
会を持つべきであろうc























領域 としてとらえどころが難 しいことも事実である。そのような場合だからこそ必要な 「考える
学び」のカ リキュラムについて記述 している。このような背景のもと、領域 「表現」を、特に音
楽的要素とい う視点から、慎重に検討を続けることで、領域の特徴 と総合的な表現活動の可能性
が広がると考えられる。本研究では、保育内容表現を受講する大学生への意識調査を実施 した。













に、授業成績には関係のないことを伝えた うえで実施 した。また、調査項 目や文言に関しては、
事前に他大学の保育専攻一年生に予備調査に協力 していただき熟慮 した。質問項 目によって、今
後の学びに弊害が及ぶような固定観念の形勢につながることのないよう配慮するためである。協















①  「音楽」 と「表現」「幼稚園」「ノJヽ学校」についてのイメージ
「音楽」と「表現」のイメージについて5段階で評価 してもらつた。それらの項 目について






























プレッシャーを感 じると回答 した。ただし、指導の 「難 しさ」に関しては、最初の調査では 「小
学生のほ うが難 しい」と回答 した大学生が80%であったのに対 し、授業中間時点では、70%が「平L
幼児のほうが難 しい」とし、回答が逆転 した。尚、(1)とのクロス集計においては、「音楽がとて
































クス」や 「癒 し」とい う言葉を使 うことからわかるように、流れている音を耳が捉えている行為
を「音楽をしている」「音楽を楽 しんでいる」と文字化 している状況がわかる。彼 ら/彼女 らの経
験が、現在の 「音楽を楽 しむ」とい うイメージに直結 していることは明らかであろう。趣味とし
て音楽を楽 しむことは大切なことだと考えるが、指導者 として、将来の指導者 との関連を考えた
場合に、課題が残る。なぜなら、各 自の経験は、その後の指導方法や音楽方法論に大きく影響を
与える可能性が大きいからである。 (三井、2004)たとえば、「音楽を楽 しもう」とい う課題を考
える際、これまで「誰かに与えられる曲を聴 く」「与えられた曲を弾きこなす」経験がもとにあれ
ば、「聴かせる」「演奏させる」展開へと誘導される可能性は大きい。つまり、子 どもに接する場




保育内容表現を考えるときに、「領域」は子 どもの `姿を覗 く窓のひとつ'であることは繰 り返 し
教授 している。その一方で、大学生の現在のイメージが、これまでの学習歴に大きく支えられ、
蓄積 されているとい う事実が明確 となった。
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(2)保育内容表現で何を学ぶか
保育内容表現で学びたいことについては、明らかに数回の授業を経て、意識に変化が表れてい

























になる。音楽に対するプ レッシャーを感 じ、具体的な指示を与えようとヒ/ている半面 「音楽を教


























































Ⅵ.全体 的 考 察
本稿の調査では、授業の確認テス トではない形で 「あなたのイメージ」とい う視点から、質問
をおこなった。その結果、大学生の多くが、自らの経験の中で受けた教育者のモデルを正直にあ
らわした結果 となった。また、音のあふれる環境の中での、音楽へのかかわ り方 として、「受身」




領域 「表現」は、従来の 「音楽 (リズム)」 と「造形 (表現)」 を組み合わせたわけではない。
′また、これまでは表現手段 として類別 される活動のみが対象 となることも多かったが、それも適
切ではないであろう。高杉・森上 (1996)は、「表現の結果 として外にあらわれたものや特定の形
式を備えたものしか表現としての価値がないと考えられやすい。そのために、音楽、造形、劇遊
び・ 。・等々の大人の文化様式と関連することだけに目がいきがちなる。そ うなると、子 どt)の
表現が大人の文化 と比較 して優劣が論 じられることになる。」と表現活動を考える上での危険性に
ついて述べる。 さらに 「大人の表現活動に近づけることが大切にされ、そのための指導力に力を
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注ぐようになる。そ うい う状況のもとでは、させる指導、仕込むこと、技術の偏重の指導などが
重視され、子 どもが今、生き生きと感 じていることや子 どもの表 したい気持ちが無視されること
になりかねない。そ うした 「表現」には子どもの中から生まれるもの、それを外に押 し出そ うと
するエネルギーも、表現意欲も必要とされない」と結論付けている。新要領の中でも、そ ういつ








目で見て、耳できき、しゃべ り、触 り、嗅ぎ、味わい…子 どもを受け止めたい。そ ういつた、子
どもへの丁寧かつ適切なアプローチが伝わった (表現)できたときに、子 ども自ら「手段 として
の表現行為」に目覚め、工夫にエネルギーを注ぐのである。そ ういつた保育の繰 り返 しから、保




者は 「楽 しく」「美 しく」といつた抽象的な言葉ではなく、「いもむ しがご飯を食べるように静か
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